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拡張機能用ソフト電池充電 No.の入力

「統計てきめん２プレミア」を起動し、 

［設定］→［ソフト電池情報］→［充電（充電 No.入力）］を選択します。 

次のような画面が現れますので、同梱されている 

機能拡張用のソフト電池充電 No.を入力し、 

［充電］をクリックしてください。 

これで、拡張機能をご利用いただくための作業は完了です。 
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①時間圏作成シミュレーション機能 

本機能は、自動車、自転車、徒歩の移動手段で一定時間に到達する 

範囲を自動的にシミュレーションし、集計する機能です。 

(1)基本画面右上の［多角形集計］の 

横のボックスをクリックし、青い●を 

表示させると、右の画面が開きますので、 

[時間圏の作成]をクリックしてください。 
（※多角形集計のその他の機能については、使用説明書 54ページをご覧ください。） 

(2)時間圏の作成画面が開きますので、作成条件を設定してください。 

(3) 

(4) 
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(3)[時間圏の作成開始]をクリックしてください。作成が開始されます。

※作成条件によって、作成までに長い時間がかかることがあります。 

※地図ソフトの詳細地図をインストールしていない場合、徒歩圏の作成はできません。 

※システム上、地点によっては、多角形が描かれない、もしくは、 

不自然な多角形が描かれる場合があります。 

(4)作成中に[実行ログの表示]をクリックすると、画面右側に 

実行ログを表示します。 

作成が終了すると、以下のメッセージが表示されますので、 

[OK]をクリックしてください。 

作成条件 

[移動手段]  自動車・自転車・徒歩の中から選択します。 

自動車については、中域図が基本となります。より広い範囲で 

作成する場合は、広域図を選択してください。 

[移動時間]  プルダウンリストから移動時間を選択し、設定します。 

任意の数値を入力することもできます。 

[移動速度]  移動速度を設定します。移動手段によって、設定できる速度の 

範囲が変わります。 

[多角形の頂点数]  多角形の頂点数を設定します。 

 頂点の数が多いほど、計算に時間がかかります。 
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｢時間圏の作成｣画面の地図上に、作成された多角形が表示されます。 

(5)スライダーを左右に動かすことによって、地図の拡大・縮小が 

できます。 

(6)[グリッド画面に反映]をクリックすると、作成した多角形が 

グリッド画面上に反映されます。 

(7)作成した多角形を保存する場合は、[時間圏（多角形）の保存]を 

クリックします。 

(8)[キャンセル／閉じる]をクリックすると、作成した多角形を 

グリッド画面に反映させずに時間圏の作成を終了します。 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 
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②クロス表示分析機能 

本機能は、２つの指標を用いて、グリッド画面上の 
色分布表示をおこなう機能です。 

(1)メニューバーから[分析]→[クロス表示分析]を 

選択すると、「クロス表示分析」画面に切り替わります。 

(2)クロス表示させる２つの指標をそれぞれ選択します。 
※選択された指標の、グリッド画面内での最大値・最小値・平均値が 

それぞれリストの下に表示されます。有効なデータ数とは、グリッド画面内の 

メッシュのうち、有効なデータを含むもの（ＮＡを含まないもの）の数です。 

(3)選択された２つの指標による色分けが表示されます。 

色のボックスをクリックすることで、色の設定を変更できます。 

また、色を分ける境界の値（Ａ～Ｄ）は、任意の数値を入力 

することもできます。 

(4)グリッド画面上での色の表現方法と凡例の表示を設定できます。 

(5)[再描画]をクリックすると、選択された２つの指標によるクロス表示が、 

グリッド画面上に描画されます。 

(4) 

(3) 

(2) 

(5) 

(6) 

(1) 
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(6)[クロス表示終了]をクリックすると、クロス表示分析を終了します。 

「統計てきめん２プレミア」 
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